
































































































































○小高中学校　1 年生（29）・2 年生（21）・3 年生（41）
?2??????????
児童生徒の避難期間は、短くて 1 カ月、長くて 1 年 5 カ月である。
?3????????????????









く。聞き取りは、2013 年 3 月から 8 月の間に、主に仮設校舎や仮設住宅において行った。
録音しながら筆記し、後日、文字化した。文字化にあたっては、言葉に関係のない部分は省
略した。また、プライバシーに配慮して削除した部分が多いことをご了承いただきたい。
○実施日　　2013 年 3 月から 8 月の間
○実施場所　各小学校、中学校、集会所、仮設住宅。
○実施方法　数人毎ないし個別に面接して質問し、録音しながら筆記した。




















































































なお、今回の回答者数は、表Ａに示したように、小学生 57 名、中学生 91 名で、合計 148














ように 1、2、3 の地域に区分した。また、この 3 分類域をまたいで避難している人も数は少
ないが若干見られたので、それについては、結果的には数が少ないものであったが、Ⅱのよ
うに、Ａ（1 地域と 2 地域）、Ｂ（1 地域と 3 地域）、Ｃ（2 地域と 3 地域）として区別して
みた。そのようにして、避難先によって区別して集計した設問では、以下のように分類して
ある。
Ⅰ　避難地域による 3 分類　　1 域　「県内」──福島県内への避難
　　　　　　　　　　　　　　2 域　 「隣接東北」──東北 6 県および北関東（茨城・栃木・
群馬 3 県）への避難
　　　　　　　　　　　　　　3 域　「その他全国」──上記の 2 つの分類以外への避難
Ⅱ　3 分類範囲を超えた移動　Ａ（1 域＋ 2 域）
　　　　　　　　　　　　　　Ｂ（1 域＋ 3 域）
　　　　　　　　　　　　　　Ｃ（2 域＋ 3 域）
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6－ 2　設問 2　そこの何という中学校に、かよいましたか。《表2－ 4》
避難先で通学した学校を回答してもらった。小学生では、学校毎での集計は略した。また、































































中学生では、2 週間ぐらいという回答が 3 分の 2 と多いが、一方、小学生は 8 割が 1 ヶ月
とあり、さらに長期間の選択している人も少なくない。小学生の方が慣れるのに困難を感じ













































「変わった人もいる」という回答が、小学生で 3 割、中学生で 4 割程度ある。
興味深いのは、設問 8 の「南相馬にもどってきて、自分のことば（方言）は変わったと思
いますか。」との比較である。小学生では大きな相違があるとは言い難いが（設問 8 の「少
し変わった」が 37％、設問 9 の「変わった人もいる」では 29％）、中学生では、設問 8 の自
分の方言については「少し変わった」が 18％だったものが、設問 9 で「変わった人もいる」
























































































































































　・Ⅴ 8 　　N. S.	 新しくおぼえたことばは、ありません。
　・Ⅴ 10　　M. T. おぼえてない
　・Ⅴ 14　　S. Y.  とうきび＝とうもろこし
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　・Ⅴ 17　　H. K. 「だいじ＝大じょうぶ」
　・Ⅴ 18　　U. K.  発音のしかたがちがった
　・Ⅴ 19　　E. C. あめっこ＝あめ　しるっこ＝みそしるなど
　・Ⅴ 21　　M. Y. わすれました。
小高小 6 年
　・Ⅵ 2　　 M. S.  方言ではなく、イントネーションのちがいが大きかった。
　・Ⅵ 10　　I. K.  忘れました。
　・Ⅵ 13　　W. M. そうなん？＝そうなの？
鳩原小 6 年
　・Ｐ 63　　A. K. ばっけ＝ふきのとう
＜中学生＞
小高中 1 年
　・Ⅰ 4   ～け＝言葉の最後に「け」をつける。
　・Ⅰ 11  せすけねえ＝別に気にしない。
　・Ⅰ 13  ～だばい。（意味はわからない）
　・Ⅰ 22  「だいじ？＝だいじょうぶ？」
小高中 2 年
　・Ⅱ 10  しゃしゃる＝でしゃばる
　・Ⅱ 12  新潟の方言を忘れてしまった。色々あった。
　・Ⅱ 13  せばさ＝だからさ　他はわすれた
　・Ⅱ 14  ～るん？＝～の？など
　・Ⅱ 15  ～なん？＝～なの？
　・Ⅱ 20  おぼえてない
小高中 3 年
　・Ⅲ 13  「しっせ」＝「しなさい」ぐらい。
　・Ⅲ 14  だいじが？＝大丈夫か？
　・Ⅲ 15  おもしくない＝おもしろくない　おもしい＝おもしろい
　・Ⅲ 16  ～け
　・Ⅲ 19  なまら＝すごい
　・Ⅲ 20  標準語を使っていた
　・Ⅲ 24  おおばら＝部屋がすごく散らかってる　などなど
　・Ⅲ 25  おぼえてない
　・Ⅲ 26  ぶちゃる＝すてる　～らろ＝（語
マ マ
尾）
　・Ⅲ 29  新しく覚えたものは無い。
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　・Ⅲ 31  やばつい、シーサー、ボッコ→タ
　・Ⅲ 35  言葉の最後に「だ」をつける人が多かった。
　・Ⅲ 36  がんばっぺ＝がんばろう。
　・Ⅲ 38  おった＝おちた
　・Ⅲ 39  避難ではないけど、「おいでやす」＝来て～　みたいな。
　・Ⅲ 40  避難じゃないが、京都に行ったとき、「関西弁」を生できいた。





　・Ⅴ 15　　K. A. ありがとうございます。
　・Ⅴ 21　　M. Y. それぞれ地方で方言はかわっていると思った。
鳩原小 5 年
　・Ｐ 56　　I. M. かんさいべんの人は言い方がきつかった。
小高小 6 年




　・Ⅰ 8   南相馬かとあまり変わらないことがわかった。
　・Ⅰ 11  おもしろいなと思った。
小高中 2 年
　・Ⅱ 9    自分はあんまりわからなかったけど友達からなまってるねとゆ
あれることが多かった。
　・Ⅱ 11   方言だと思っていた『～だべ』という言葉がつかわれていてお
どろいた。
　・Ⅱ 12  語尾に「れ」を使っていたのにびっくりした。
　・Ⅱ 17  イントネーションが全く違った。
小高中 3 年
　・Ⅲ 16  いわきに避難して、そこの方言を知ることができた。
　・Ⅲ 20  標準語を使っていた。




　・Ⅲ 22  福井は関西弁を使うんだとおどろいた。
　・Ⅲ 25  おぼえると楽しい




　・Ⅲ 29  初めて聞く言葉でも理解できるものだと思った。
　・Ⅲ 36  福島とたいして変わらないとおもった。


























































































































































































































小学 5 年 * 35 24%
小学 6 年 ** 22 15%
中学 1 年 29 19%
中学 2 年 21 14%
中学 3 年 41 28%
計 148 100%
（**5 年生　金房 6 小高 23 鳩原 6）
（**6 年生　金房 6 小高 13 鳩原 3）
表Ｂ　問3以降の回答再開数
問 3 以降の回答 小学生 中学生 計
問 3 の回答で記載中断　そのまま白紙 31 1 32
問 3 の回答で記載中断　問 5 から再開 0 1 1
問 3 の回答で記載中断　問 7 から再開 0 1 1
問 3 の回答で記載中断　問 8 から再開 1 32 33
問 3 の回答で記載中断　問 12 から再開 2 0 2




小中学校　男女人数 男 女 計 男女比（小学生） 実数 ％
小学生 22 35 57 男 22 39%
中学生 44 47 91 女 35 61%
計 66 82 148 計 57 100%
表Ｃ－3 表Ｃ－ 4
男女比（中学生） 実数 ％ 男女比（全体） 実数 ％
男 44 48% 男 66 45%
女 47 52% 女 82 55%
計 91 100% 計 148 100%
地域区分別人数　（3区分分類）（地域区分をまたいで移動している人＝計3名＝は除外）
　以下表 3 － 3 以降では、避難先によって分類する場合は、次の 3 つの地域別に集計した。



















計 30 43 73 11 14 25 13 34 47
148 名から、移動がまたがって居る人 3 名を除外した計 145 名で示してある。
設問1　（あなた避難したところは、どこですか。）
表1－ 1　＊その他の内訳は表 11 の後の資料欄参照
避難先（小学生） ％
県内 29 51% （金房 4 小高 22 鳩原 3）
新潟 4 7% （金房 0 小高 3 鳩原 1）
宮城 3 5% （金房 2 小高 1 鳩原 0)
山形 2 4% （金房 1 小高 1 鳩原 0）
茨城 0 0% （金房 0 小高 0 鳩原 0）




表1－ 2 表 1－ 3
避難先（中学生） ％ 避難先（全体） ％
県内 41 45% 県内 70 47%
新潟 10 11% 新潟 14 9%
宮城 0 0% 宮城 3 2%
山形 1 1% 山形 3 2%
茨城 1 1% 茨城 1 1%
その他（資料参照） 38 42% その他（資料参照） 57 39%
計 91 100% 計 148 100%
設問2　（そこの何という小（中）学校に、かよいましたか。）
表2－ 1 表 2－ 2
通学（小学生） ％ 通学（中学生） ％
通学した 51 90% 通学した 80 88%
通学しなかった 3 5% 通学しなかった 1 1%
無回答 3 5% 無回答 10 11%
計 57 100% 計 91 100%
表2－ 3　中学 1年の通学先 表 2－ 4
通学先 ％ 通学（全体） ％
小学校 21 72% 通学した 131 88%
中学校 1 4% 通学しなかった 4 3%
無回答 1 3% 無回答 13 9%
















とても感じた 5 9% 12 13% 17 11%
少し感じた 18 31% 44 48% 62 42%
感じなかった 34 60% 35 39% 69 47%
計 57 100% 91 100% 148 100%
（金房 1 小高 2 鳩原 2）
（金房 4 小高 13 鳩原 1）
（金房 7 小高 21 鳩原 6）
表3－ 2
中学男女別 中学男子 ％ 中学女子 ％ 中学生 ％
とても感じた 8 18% 4 8% 12 13%
少し感じた 21 48% 23 49% 44 48%
感じなかった 15 34% 20 43% 35 39%
計 44 100% 47 100% 91 100%
参考表　「2区分－ 2区分方式」の区分集計（3区分法とは別に試験的に、「県内・県外（→
隣県東北＋その他）」の2区分法で修正したもの



















とても感じた 0 5 0 12 0 17
少し感じた 6 12 13 31 19 43
感じなかった 24 10 30 5 54 15
計 30 27 43 48 73 75
とても感じた 0% 19% 0% 25% 0% 23%
少し感じた 20% 44% 30% 65% 26% 57%
感じなかった 80% 37% 70% 10% 74% 20%

















とても感じた 4 1 2 10 6 11
少し感じた 5 7 10 21 15 28
感じなかった 4 6 2 3 6 9
計 13 14 14 34 27 48
とても感じた 31% 7% 14% 29% 22% 23%
少し感じた 38% 50% 72% 62% 56% 58%
感じなかった 31% 43% 14% 9% 22% 19%



















とても感じた 0 0 0 4 4 4
少し感じた 6 0 7 7 9 15
感じなかった 11 8 11 1 0 4



















とても感じた 0 1 1 4 3 3
少し感じた 3 2 5 4 7 10
感じなかった 1 0 1 0 0 3
計 4 3 7 8 10 16
表3－ 3
3区分地域内　滞在組　（以下の地域区分をまたいで移動している3名は除外）

























とても感じた 0 0 0 4 2 6 1 10 11
少し感じた 6 13 19 4 10 14 7 21 28
感じなかった 24 30 54 3 2 5 5 3 8
計 30 43 73 11 14 25 13 34 47
とても感じた 0% 0% 0% 37% 14% 24% 8% 29% 23%
少し感じた 20% 30% 26% 36% 72% 56% 54% 62% 60%
感じなかった 80% 70% 74% 27% 14% 20% 38% 9% 17%































とても感じた 0 0 0 0 1 1 4 3 3
少し感じた 6 0 7 3 2 5 4 7 10
感じなかった 11 8 11 1 0 1 0 0 3
計 17 8 18 4 3 7 8 10 16
とても感じた 0% 0% 0% 0% 0% 14% 50% 30% 19%
少し感じた 35% 0% 39% 75% 33% 72% 50% 70% 62%
感じなかった 65% 100% 61% 25% 67% 14% 0% 0% 19%
計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
表3－ 5
3区分地域外　移動組（小学生3名）＊中学生該当者なし








































とても感じた 0 0 0 0 0 0 0 0 0
少し感じた 1 0 1 0 0 0 0 0 0
感じなかった 1 0 1 1 0 1 0 0 0
計 2 0 2 1 0 1 0 0 0
とても感じた 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
少し感じた 50% 0% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
感じなかった 50% 0% 50% 100% 0% 100% 0% 0% 0%













































とても感じた 0 0 0 0 0 0 0 0 0
少し感じた 0 0 0 0 0 0 0 0 0
感じなかった 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
設問4　（ことば（方言）のちがいを感じたとき、どう思いましたか。）











とても感じた 5 12 17 11%（17／148）
少し感じた 18 44 62 42%（62／148）
何らかの「違いを
感じた」人の合計
23 56 79 53%（79／148 名）
「ことばの違いを
感じた」人／全体
40%（23／57 名） 62%（56／91 名） 53%（79／148 名）
（対比）違いを感
じなかった人　％
60％ (34／57 名） 38％（35／91） 47％（79／148 名）
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＊設問 3 でとても感じた、少し感じたと回答した 79 名のみの回答・複数回答可
表4－ 2　設問 3で「感じた」と回答した79名
小学生 中学生 全体
そこのことば（方言）を早くおぼえようと思った。 4 2 6
そこのことば（方言）を少しずつおぼえようと思った。 14 13 27




自分のことば（方言）が、笑われるのではないかと心配に思った。 4 3 7
自分のことば（方言）をなるべく話さないようにしようと思った。 0 3 3
その他 1 8 9
表4－ 3　中学生 56名
中学学年別 中学 1 年 中学 2 年 中学 3 年 中学生
そこのことば（方言）を早くおぼえようと思った。 0 1 1 2
そこのことば（方言）を少しずつおぼえようと思った。 5 3 5 13
そこのことば（方言）をおぼえなくてもいいと思った。 11 6 12 29
自分のことば（方言）が、わかってもらえるか（つうじるか）
不安に思った。
4 5 2 11
自分のことば（方言）が、笑われるのではないかと心配に
思った。
0 0 3 3
自分のことば（方言）をなるべく話さないようにしようと
思った。
1 1 1 3
その他 0 1 7 8
表4－ 4　設問 3で「感じた」と回答
　　　　　した79名
表 4－ 5　中学生 56名
回答選択数 小学生 中学生 全体 回答選択数 中学 1 年 中学 2 年 中学 3 年 中学生
1 13 43 56 1 13 9 21 43
2 9 13 22 2 4 4 5 13
3 1 0 1 3 0 0 0 0
4 以上 0 0 0 4 以上 0 0 0 0




中学男女別 中学男子 中学女子 中学生全体
そこのことば（方言）を早くおぼえようと思った。 1 1 2
そこのことば（方言）を少しずつおぼえようと思った。 8 5 13










































1 0 1 0 2 2 2 0 2
そこのことば（方言）を少
しずつおぼえようと思った。
3 2 5 6 3 9 5 8 13
そこのことば（方言）をお
ぼえなくてもいいと思った。












0 2 2 0 0 0 0 1 1


































0 0 0 0 1 1 0 0 0
そこのことば（方言）を少
しずつおぼえようと思った。
1 0 1 0 1 2 4 2 2
そこのことば（方言）をお
ぼえなくてもいいと思った。












1 0 1 0 0 0 0 1 0
その他 0 0 1 0 0 2 0 1 4
設問5　（そこのことば（方言）に、なれるまで、どのくらいかかりましたか。）
＊ 設問 3 でとても感じた、少し感じたと回答した 79 名のみの回答（小高中Ⅰ 23　設問 3 で感じなかっ
た、と回答しているが回答している）
表5－ 1
小学生 ％ 中学生 ％ 全体 ％
一週間くらい 5 22% 21 37% 26 32%
二週間くらい 9 39% 16 28% 25 31%
一か月くらい 5 22% 2 3% 7 9%
二か月くらい 1 4% 2 4% 3 4%
三か月くらい 2 9% 0 0% 2 3%
半年くらい 1 4% 0 0% 1 1%
その他 0 0% 16 28% 16 20%




中学学年別 中学 1 年 ％ 中学 2 年 ％ 中学 3 年 ％ 中学生 ％
一週間くらい 5 28% 2 15% 14 54% 21 37%
二週間くらい 7 39% 7 54% 2 7% 16 28%
一か月くらい 1 5% 0 0% 1 4% 2 3%
二か月くらい 1 6% 0 0% 1 4% 2 4%
三か月くらい 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
半年くらい 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
その他 4 22% 4 31% 8 31% 16 28%
計 18 100% 13 100% 26 100% 57 100%
表5－ 3
中学男女別 中学男子 ％ 中学女子 ％ 中学生 ％
一週間くらい 9 30% 12 45% 21 37%
二週間くらい 10 34% 6 22% 16 28%
一か月くらい 1 3% 1 4% 2 3%
二か月くらい 0 0% 2 7% 2 4%
三か月くらい 0 0% 0 0% 0 0%
半年くらい 0 0% 0 0% 0 0%
その他 10 33% 6 22% 16 28%






























一週間くらい 2 7 9 1 4 5 2 10 12
二週間くらい 2 1 3 2 3 5 4 12 16
一か月くらい 1 0 1 2 2 4 2 0 2
二か月くらい 1 1 2 0 0 0 0 1 1
三か月くらい 0 0 0 2 0 2 0 0 0
半年くらい 0 0 0 1 0 1 0 0 0
その他 0 4 4 0 4 4 0 8 8
計 6 13 19 8 13 21 8 31 39
一週間くらい 33% 54% 47% 12% 31% 24% 25% 32% 31%
二週間くらい 33% 7% 16% 25% 23% 24% 50% 39% 41%
一か月くらい 17% 0% 5% 25% 15% 19% 25% 0% 5%
二か月くらい 17% 8% 11% 0% 0% 0% 0% 3% 3%
三か月くらい 0% 0% 0% 25% 0% 9% 0% 0% 0%
半年くらい 0% 0% 0% 13% 0% 5% 0% 0% 0%
その他 0% 31% 21% 0% 31% 19% 0% 26% 20%






























一週間くらい 1 0 6 1 0 3 3 2 5
二週間くらい 1 0 0 1 2 0 5 5 2
一か月くらい 0 0 0 1 0 1 0 0 0
二か月くらい 1 0 0 0 0 0 0 0 1
三か月くらい 0 0 0 0 0 0 0 0 0
半年くらい 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 3 0 1 1 1 2 0 3 5
計 6 0 7 4 3 6 8 10 13
一週間くらい 16% 0% 86% 25% 0% 50% 37% 20% 39%
二週間くらい 17% 0% 0% 25% 67% 0% 63% 50% 15%
一か月くらい 0% 0% 0% 25% 0% 17% 0% 0% 0%
二か月くらい 17% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 8%
三か月くらい 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
半年くらい 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
その他 50% 0% 14% 25% 33% 33% 0% 30% 38%
計 100% 0% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
設問6　（そこのことば（方言）に、なれたとき、自分でも使うようになりましたか。）
表6－ 1　＊設問 3 でとても感じた、少し感じたと回答した 79 名のみの回答
小学生 ％ 中学生 ％ 全体 ％
使うようになった 2 9% 11 19% 13 16%
ときどき使うようになった 13 56% 15 26% 28 35%
使わなかった 8 35% 31 55% 39 49%
計 23 100% 57 100% 80 100%




中学学年別 中学 1 年 ％ 中学 2 年 ％ 中学 3 年 ％ 中学生 ％
使うようになった 3 17% 1 8% 7 27% 11 19%
ときどき使うようになった 6 33% 4 31% 5 19% 15 26%
使わなかった 9 50% 8 61% 14 54% 31 55%
計 18 100% 13 100% 26 100% 57 100%
表6－ 3
中学男女別 中学男子 ％ 中学女子 ％ 中学生 ％
使うようになった 6 20% 5 18% 11 19%
ときどき使うようになった 7 23% 8 30% 15 26%
使わなかった 17 57% 14 52% 31 55%






























使うようになった 0 2 2 1 4 5 1 5 6
ときどき使うようになった 2 1 3 5 3 8 5 11 16
使わなかった 4 10 14 2 6 8 2 15 17
計 6 13 19 8 13 21 8 31 39
使うようになった 0% 15% 10% 12% 31% 24% 12% 16% 15%
ときどき使うようになった 33% 8% 16% 63% 23% 38% 63% 36% 41%
使わなかった 67% 77% 74% 25% 46% 38% 25% 48% 44%
































使うようになった 1 0 1 1 0 3 1 1 3
ときどき使うようになった 0 0 1 1 1 1 5 3 3
使わなかった 5 0 5 2 2 2 2 6 7
計 6 0 7 4 3 6 8 10 13
使うようになった 15% 0% 14% 25% 0% 50% 12% 10% 23%
ときどき使うようになった 8% 0% 14% 25% 33% 17% 63% 30% 23%
使わなかった 77% 0% 72% 50% 67% 33% 25% 60% 54%
計 100% 0% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
設問7　（南相馬にもどってきてからも、避難したところでおぼえたことば（方言）を使うことがあ
りますか。）
表7－ 1　＊設問 3 でとても感じた、少し感じたと回答した 79 名のみの回答
小学生 ％ 中学生 ％ 全体 ％
よくある 1 4% 5 9% 6 7%
ときどきある 6 26% 10 17% 16 20%
ない 16 70% 43 74% 59 73%
計 23 100% 58 100% 81 100%
（小高中Ⅰ 23　設問 3 で感じなかった、と回答しているが回答している）
（小高中Ⅲ 11　設問 3 で感じなかった、と回答しているが回答している）
表7－ 2
中学学年別 中学 1 年 ％ 中学 2 年 ％ 中学 3 年 ％ 中学生 ％
よくある 1 6% 2 15% 2 7% 5 9%
ときどきある 2 11% 3 23% 5 19% 10 17%
ない 15 83% 8 62% 20 74% 43 74%




中学男女別 中学男子 ％ 中学女子 ％ 中学生 ％
よくある 3 10% 2 7% 5 9%
ときどきある 6 19% 4 15% 10 17%
ない 22 71% 21 78% 43 74%
計 31 100% 27 100% 58 100%
表7－ 4
3区分地域内　滞在組　（以下の分類をまたいで移動している人は除外）

























よくある 0 1 1 0 1 1 1 3 4
ときどきある 0 2 2 4 2 6 2 6 8
ない 6 11 17 4 10 14 5 22 27
計 6 14 20 8 13 21 8 31 39
よくある 0% 7% 5% 0% 8% 5% 12% 10% 10%
ときどきある 0% 14% 10% 50% 15% 28% 25% 19% 21%
ない 100% 79% 85% 50% 77% 67% 63% 71% 69%






























よくある 1 0 0 0 0 1 0 2 1
ときどきある 0 0 2 0 0 2 2 3 1
ない 5 0 6 4 3 3 6 5 11
計 6 0 8 4 3 6 8 10 13
よくある 17% 0% 0% 0% 0% 17% 0% 20% 8%
ときどきある 0% 0% 25% 0% 0% 33% 25% 30% 8%
ない 83% 0% 75% 100% 100% 50% 75% 50% 84%
計 100% 0% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
設問8　（南相馬にもどってきて、自分のことば（方言）は変わったと思いますか。）
＊ 設問 4 以降回答していなかった小高中の生徒のほぼ全員 ( 小高中Ⅲ 34 以外）が、設問 8 からは回答
を始めている小高小Ⅴ 20 も回答
表8－ 1
小学生 ％ 中学生 ％ 全体 ％
とても変わった 0 0% 1 1% 1 1%
少し変わった 9 37% 16 18% 25 22%
変わらない 15 63% 73 81% 88 77%
計 24 100% 90 100% 114 100%
表8－ 2
中学学年別 中学 1 年 ％ 中学 2 年 ％ 中学 3 年 ％ 中学生 ％
とても変わった 1 3% 0 0% 0 0% 1 1%
少し変わった 2 7% 6 29% 8 20% 16 18%
変わらない 26 90% 15 71% 32 80% 73 81%




中学男女別 中学男子 ％ 中学女子 ％ 中学生 ％
とても変わった 0 0% 1 2% 1 1%
少し変わった 12 28% 4 9% 16 18%
変わらない 31 72% 42 89% 73 81%
計 43 100% 47 100% 90 100%
表8－ 4　
3区分地域内　滞在組　（以下の分類をまたいで移動している3名は除外）

























とても変わった 0 1 1 0 0 0 0 0 0
少し変わった 0 1 1 4 1 5 4 14 18
変わらない 6 41 47 4 13 17 5 19 24
計 6 43 49 8 14 22 9 33 42
とても変わった 0% 2% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
少し変わった 0% 2% 2% 50% 7% 23% 44% 42% 43%
変わらない 100% 96% 96% 50% 93% 77% 56% 58% 57%






























とても変わった 1 0 0 0 0 0 0 0 0
少し変わった 0 0 1 0 0 1 2 6 6
変わらない 16 8 17 4 3 6 6 4 9
計 17 8 18 4 3 7 8 10 15
とても変わった 6% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
少し変わった 0% 0% 6% 0% 0% 14% 25% 60% 40%
変わらない 94% 100% 94% 100% 100% 86% 75% 40% 60%
計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
設問9　（南相馬にもどってきて、友達のことば（方言）は変わったと思いますか。）
表9－ 1
小学生 ％ 中学生 ％ 全体 ％
ほとんどの人が
変わった
0 0% 0 0% 0 0%
変わった人もいる 7 29% 37 41% 44 39%
変わらない 17 71% 53 59% 70 61%
計 24 100% 90 100% 114 100%
表9－ 2
中学学年別 中学 1 年 ％ 中学 2 年 ％ 中学 3 年 ％ 中学生 ％
ほとんどの人が
変わった
0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
変わった人もいる 15 52% 8 38% 14 35% 37 41%
変わらない 14 48% 13 62% 26 65% 53 59%




中学男女別 中学男子 ％ 中学女子 ％ 中学生 ％
ほとんどの人が
変わった
0 0% 0 0% 0 0%
変わった人もいる 18 42% 19 40% 37 41%
変わらない 25 58% 28 60% 53 59%




地方によって、ことば（方言）のちがいがあることを、はっきり感じた。 15 26 41
よそのことば（方言）を知ることができて、よかった。 10 17 27




その他 1 17 18
表10－ 1　回答選択数
回答選択数 小学生 中学生 全体
1 13 62 75
2 6 10 16
3 4 3 7
4 以上 0 0 0
計 23 75 98
表10－ 2
中学学年別 中学 1 年 中学 2 年 中学 3 年
地方によって、ことば（方言）のちがいがあることを、はっきり感じた。 3 6 17
よそのことば（方言）を知ることができて、よかった。 7 2 8








回答選択数 中学 1 年 中学 2 年 中学 3 年
1 23 18 21
2 4 1 5
3 2 1 0
4 以上 0 0 0












































3 6 9 7 5 12 5 15 20
よそのことば（方言）を知
ることができて、よかった。









1 0 1 0 0 0 0 1 1
その他 1 9 10 0 4 4 0 4 4




（計 49 選択 ÷49）
平均 1.45 回答
（計 32 回答 ÷22 名）
平均 1.36 回答
（計 57 選択 ÷42 名）
※ 「地域別平均回答選択数」は、問 8 以降での回答人数で算出した（県内 49 名、隣県東北 22 名、そ





































1 0 5 0 2 3 2 4 9
よそのことば（方言）を知
ることができて、よかった。









0 0 0 0 0 0 0 0 1
その他 3 3 3 2 0 2 0 1 3
設問11　（避難したところで、ことば（方言）に困ったことや、はずかしい思いをしたことはあり
ましたか。）
表11－ 1 表 11－ 2
小学生 中学生 全体 中学学年別 中学 1 年 中学 2 年 中学 3 年
あった 2 5 7 あった 0 1 4
なかった 21 85 106 なかった 29 20 36












??? ＝＝ｋ5-4 群馬県草津町、ｋ5-6 福井県敦賀市、??6-2???????????
???????????6-3?????????????、ｋ6-5 神奈川県横浜市。
??? ＝＝ｐ5-4 北海道江別市、ｐ5-6 福井県敦賀市、?6-1????????????
????、ｐ6-2 福島県福島市・南相馬市、??6-3?????????????。
??? ＝＝＊?-1???????????????????、ⅴ-14 北海道札幌市、ⅴ-15
千葉県松戸市、ⅴ-17 栃木県那須塩原市、ⅴ-18 神奈川県横浜市、ⅴ-19 青森県弘前
市、ⅴ-22 千葉県（市町村記入無し）、ⅵ-12 三重県津市、ⅵ-13 群馬県前橋市。
??? ＝＝Ⅰ-18 愛知県あま市、Ⅰ-20 群馬県前橋市、Ⅰ-21 埼玉県加須市、Ⅰ-22 栃木県
宇都宮市、Ⅰ-23 群馬県東吾妻町、Ⅰ-24 静岡県（市町村記入無し）、Ⅰ-25 千葉県
船橋市、Ⅰ-27 千葉県勝田台、Ⅰ-28 群馬県太田市、Ⅰ-29 千葉県松戸市、Ⅱ-9 埼
玉県鳩ヶ谷市・川口市、Ⅱ-10 山梨県富士吉田市、Ⅱ-11 神奈川県横浜市、Ⅱ-13 青
森県弘前市、Ⅱ-14 群馬県前橋市、Ⅱ-15 埼玉県鴻巣市、Ⅱ-16 熊本県（市町村記入
無し）、Ⅱ-18 千葉県新千葉、Ⅱ-20 千葉県成田市、Ⅲ-10 福島県福島市・伊達市、
Ⅲ-13 福島県飯舘村・福島市・会津若松市、Ⅲ-19 北海道留萌市、Ⅲ-20 千葉県芝山
町、Ⅲ-21 大分県臼杵市、Ⅲ-22 福井県敦賀市、Ⅲ-23 群馬県片品村、Ⅲ-25 群馬県
吾妻町、Ⅲ-27 東京都あきる野市、Ⅲ-28 山梨県笛吹市、Ⅲ-29 群馬県太田市、Ⅲ-
　　　 30千葉県栄町、Ⅲ-31新潟県・千葉県（市町村記入無し）、Ⅲ-32群馬県綿貫町、Ⅲ-




??? ＝＝ｋ5-6 福井県大野市、ｋ6-5 神奈川県横浜市
??? ＝＝ｐ5-4 北海道江別市、ｐ5-5 新潟県聖籠町、ｐ5-6 福井県敦賀市、ｐ6-1 福島県・
埼玉県（市町村記入無し）
??? ＝＝ⅴ-14 北海道札幌市、ⅴ-15 千葉県松戸市、ⅴ-18 神奈川県横浜市、ⅴ-20 新潟
県出雲崎町、ⅴ-21 新潟県三条市、ⅴ-22 千葉県（市町村記入無し）、ⅴ-23 新潟県
妙高市、ⅵ-12 三重県津市
??? ＝＝Ⅰ-18愛知県あま市、Ⅰ-19新潟県豊栄市、Ⅰ-21埼玉県加須市、Ⅰ-24静岡県（市
町村記入無し）、Ⅰ-25 千葉県船橋市、Ⅰ-26 新潟県聖籠町、Ⅰ-27 千葉県勝田台、
人文 12号（2013）
224
Ⅰ-29 千葉県松戸市、Ⅱ-9 埼玉県鳩ヶ谷市・川口市、Ⅱ-10 山梨県富士吉田市、Ⅱ-
　　　 11 神奈川県横浜市、Ⅱ-12 新潟県三条市、Ⅱ-15 埼玉県鴻巣市、Ⅱ-16 熊本県（市
町村記入無し）、Ⅱ-17 新潟県出雲崎町、Ⅱ-18 千葉県新千葉、Ⅱ-20 千葉県成田市、
Ⅱ-21 新潟県出雲崎町、Ⅲ-19 北海道留萌市、Ⅲ-20 千葉県芝山町、Ⅲ-21 大分県臼
杵市、Ⅲ-22 福井県敦賀市、Ⅲ-24 新潟県新発田市 ,Ⅲ-26 新潟県三条市、Ⅲ-27 東
京都あきる野市、Ⅲ-28 山梨県笛吹市、Ⅲ-30 千葉県栄町、Ⅲ-31 新潟県・千葉県（市
町村記入無し）、Ⅲ-34 新潟県見附市、Ⅲ-35 長野県下諏訪町、Ⅲ-37 新潟県柏崎市、






































Impact on the ordinary language of elementary and junior high school students living as evacuees 
?earthquake, nuclear power plant issues?
? Attitude survey in Odaka, Minamisoma City in Fukushima ?
KOBAYASHI Hatsuo,  ABE Seiya
　is research was based on a survey about the impact on the language of elementary and junior high school 
students who were forced to live as refugees in local or dierent prefectures after the earthquake on March 11, 
2011. e survey was conducted in a questionnaire form that asked students, who were in a the formative period 
for personal language, about how they felt there had been changes in their or other people sʼ language since living 
as evacuees. ree elementary schools and one junior high school in Odaka, Minamisoma City in Fukushima were 
surveyed. e total response was one-hundred forty-eight including fty-seven elementary school students and 
ninety-one junior high school students. e period of survey was from February 2012 to March 2012. e 
response was aggregated for the study by elementary/junior high school, school year, gender, and the distance of 
their relocation. is is an unprecedented record as a language survey of elementary and junior high school 
students inuenced by the Great East Japan Earthquake. From the survey responses, students noticed that their 
friendʼs personal language had changed after living as evacuees: 29% of students noticed in elementary school, 
41% in junior high school, and the average proportion is 39%. It appears that two fths of students in the 
formative period of personal language development had their language aected in some way by their lives as 
evacuees.
Key Words: Fukushima, Language development stage, Life as an evacuee, Sociolinguistics , Elementary and Junior. 
High school students

